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取扱説明書 

マシンを使用する前に、付属の取扱説明書をお読みくださしヽ。 
また安全上のご注意を必ずお読みください。 
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△警告 

電圧は、銘板ラベルに記載されたものと一致しているか確認してください。 

水タンクには、温かいもしくは熱いお湯を入れないでください。 

使用中は、手や電気コードがコーヒー抽出口やスチームノズル、カップウォー 
マーなど、熱を帯びる部分には触れないでください。 

お子様だけで使用したり、幼児の手の届くところで使用しないでください。 


■ 安全上のご注意 ご使用の前に必ずお読みください 


• ここに示す注意事項は、本製品を安全に正しくお使いいただき、お使いになる人や周囲 
の方々への危害や損害を未然に防ぐためのものです。 

• 本製品のご使用前に、取扱説明書や箱の中の印刷物を必ずお読みください。 

• 取扱説明書は、必要なときにいつでも見られるよう、分かりやすい場所に保管しておい 
てください。 

• ご不明な点は、弊社の技術•流通センター （ TEL : 050-5525-7025) へご連絡ください。 
各注意事項は、誤った使い方で生じる危害や損害の程度を次の表示で区分しています。 


各絵表示は以下を示しています。 


△警告 

誤った取扱いをすると、「人が死亡または重傷を 
負う可能性が想定される」内容を示しています。 

△注意 

誤った取扱いをすると、「人が損傷を負う、または物 
的損害の発生が想定される」内容を示しています。 


A 

△記号は、警告•注意を示します。 

△の中や近くに具体的な注意内容が描かれています。 

① 

G 記号は、禁止を示します。 

G の中や近くに具体的な禁止内容が描かれています。 

C 

春記号は、強制を示します。 

嫌の中や近くに具体的な指示内容が描かれています。 
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△警告 

電源コードや、差込プラグが痛んだり、コンセントの差込がゆるい時は、使用 
しないでください。 

製造元の推奨する附属機器以外の機器のご使用は、火災、感電、障害の危険を 
及ぼす可能性がありますので、使用しないでください。 

独自の改造や分解は絶対にしないでください。また製品のカバーを取り外した 
り、中のパーツに触れないでください。 

パナレロ（スチーム.給湯ノズル）を使用中は、ノズルから非常に高温のスチー 
ムや熱湯が噴出しますので、噴出口に手や顔を近づけたり、触れないでください。 

本製品を本来の使用目的以外には、使用しないでください。 


△注意 

高温ガス、電気コンロの上や近く、熱したオーブンなどの近くへ置かないでく 
ださい。 

電源コードをテーブルやカウンターの縁から垂らしたり、製品の熱を帯びる部 
分に触れないようにしてください。ケガ、破損の原因になります。 

使用時以^ f やクリーニングの前には、コンセントからプラグを夕 f してください。また、 
パーツの取り付け、取り外し、クリーニングは製品が冷めてから行ってください。 

電気コード、プラグ、マシン本体などを水につけたり、水をかけたりしないで 
ください。 

洗剤をご利用の場合は、台所洗剤をご使用ください。クレンザーなどの研磨剤の入 
った洗剤は避けてください。水に浸した柔らかな布でクリーニングしてください。 

マシン内部に付着した石灰質（スケール）の除去のために、除石灰剤を用いた 
除石灰作業を2、3ヶ月に一度、定期的に行ってください。 

屋外では使用しないでください。 
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-般事項 


本エスプレッソマシンはコーヒー豆を使ってエスプレッソやコーヒーを抽出するのに適し 
ており、スチー厶やお湯を供給する装置も備えています。 

警告：以下に記載した原因による、損傷は責任を負いかねます。 

• 本来の目的に反する間違った使用による場合 
• 修理が弊社指定のサービスセンターで行われなかった場合 
• 電源コードを改ざんされた場合 
• マシンのどこかを改ざんされた場合 

•オリジナルではないスペアパーツや付属部品を使用された場合 

• 除石灰作業を行なわなかった場合やマシンを摂氏0度以下の環境で使用、もしくは保管さ 
れた場合 

これらの場合、保証は無効となりますので、あらかじめご了フ承ください。 


使用者の安全の為に、三角印の警告は全ての重要な注意点を 
示しています。大きな傷害事故を避けるため、これらの注意 
書きをしっかり守って下さい。 


取扱説明書の利用方法 


本取扱説明書は安全な場所に保管してください。そして本エスプレッソマシンを使用され 
る全ての方が利用できるようにしてください。さらに詳ししヽ情報については弊社技術•流 
通センター (TEL : 050-5525-7025) にお問い合わせください。 


後日の参照のために、本取扱説明書はきちんと保管してください。 






各部の名称 


コーヒー豆容器カバー 
電源ボタン 

サイドドア 
コーヒーカス容器 



カッププレート 

コント ロー ル 
パネル 

抽出口 

ドリップトレイと 
目皿+浮き 


コーヒ 豆容器 





スチーム • 給湯ノブ 


…電源コード用ソケット 


スチーム 
• 給湯ノズル 


水タンク 


ドレイントレイ 

(排水受け) 


ブルー イング 

ユニット 


アクセサリー 



アクアプリマ 電源 コード クリ— ニン グブラシ 

(オプション） 












=/liS 

政置 


ご利用の前に（空気抜き) 


電源ボタンが押されていないこと、そしてマシンが〇 FF の状態になっているか確認して 
ください。 



コーヒー豆容器のカバー 
を開けます。 


4 / 、 

— 



水タンクの MAX の位置 
まで飲料水を注ぎ、元の 
位置に水タンクをセット 
してく ださし、。 



スチーム • 給湯ノズルの 
下に容器を置いてくださ 

い0 



容器に豆を入れたら、豆 
容器カバーを正しく閉め 
てください。 



マシン背面パネルにある 
ソケットにプラグを差込 
み、もう一方を適切な容 
量のあるコンセントに差 
込んでください。 



ノブを A 6 の位置まで 
回します。 



水タンクを外してくださ 
い。アクアプリマの取り 
付けをお勧めします^ 

( P 8 参照) 



電源ボタンをしっかりと 
押してマシンを〇 N にし 
てください。自己診断を 
始めます。 



ノズルから安定して水が 
出てくるまでお待ちくだ 
さし、0 





















































Q アクアプリマ（オプション) 



カップー杯程度の水を出 容器を夕 t してくださしヽ。 

したら、ノブを停止位置 
(籲）まで回して くださし、0 
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これでマシンの使用準備が 

：7 U し^>し/こ〇 




適切な温度に達すると、マシンは内部水経路のリンスサイクルを実施し、少量の水が抽出 
口から出てきます。：この間、ライトが反時計まわりに点滅します。このサイクルが完結 
するまでお待ちください。 


アクアプリマ（オプション) 


良質な水のご利用と同時にマシン内部への石灰質（スケール)の付着を軽減するため、アクア 
プリマの装着をお勧めします。アクアプリマは使用前に水タンク内に30分間浸してくださしヽ。 



パッケージからアクアプ 
リマを取り出し、使用開 
始月をあわせてください。 



スチーム • 給湯ノズルの下 
に容器を置いてください。 
給湯機能を使って水タンク 
の水をノズルから排出して 
ください。 （P11 参照） 


空の水タンク内に挿入し 
て、基準マークを溝にあ 
わせてください。 

装着位置に収まるまで確 
実に押し入れます。 



再度水タンクに新鮮な飲 
料水を注いでください。 
これでマシンの使用準備 
が完了しました。 


飲料水でタンクを満たし、 
アクアプリマを30分間水 
に浸してください。 

その後、タンク内の水を 
廃棄して、新たに水を入 
れ、マシンにセットして 
ください。 


アクアプリマのご注文 
は、マシンの購入先に 
お問い合せください。 
また弊社 ホー ム ページ 
からもご注文いただけ 
ます。 

www.saeco.co.jp 






















































コントロールパネル 


カス捨て警告ランプ 

: 点灯：コーヒーカス容器を空にしていただく指示サインです 

: この操作はマシン電源が入ったままで行われなくてはなりません。 

: (P16 のステップ4と5を参照） 

I コーヒーの抽出量設定ダイヤル （P1 0参照） 

: • コーヒー ボタン 

: : :ゆっくり点滅：コーヒ ー _杯の選択 

: : : (ボタンが一度押された状態） 

: : |早い点滅：コーヒーニ杯の選択 

: ; : (ボタンが二度押された状態） 



•••スチームホタン 

点灯：スチーム機能選択 
消灯：給湯機能選択 


警告ランプ 

点 灯： コーヒーの 抽出ができない状態です。 

水タンクが空もしくはコーヒーカス容器が満杯です。 

ゆっくり点滅： ブルーイングユニットの 未装着、 コーヒーカス容器の 未装着、 
豆容器カバーがしまっていない、あるいはサイドドアが開い 
ている 状態です。 

早い点滅：ボイラー内に空気が溜まっています。給湯機能を使ってお湯 
を出してくださし、0 (空気抜き） 

•• 除石灰表示ランプ 

点 減：除石灰（スケール除去）作業を促す指示サインです。 （P14 参照） 
•••適温ランプ 

点 灯：マシンが使用できる状態です。 

点 減：マシンが準備中の状態です。；しばらくお待ちください。 

早い点滅：マシンの温度が上がりすぎている状態です。；お湯を出してください。 


(#1 と㈣ランプが交互に点滅：一度マシンの電源を OFF にして30秒後に再び電源を入れて 
ください。もし再びこのサインが出たら弊社技術 • 流通センターにお問い合わせください。 


















1 調節 


カップー杯当たりのコーヒー抽出量の調節 


コーヒーの 抽出量設定タイヤルは 
—杯当たりの コーヒー 抽出量の調 
節を行います。この調節により即 
座に コーヒーの タイプを決定でき 
ます。 


エスプレッソ 


ブレンド 



アメリカン 

タイプ 


ドリップトレイの高さ調節 


ドリップトレイは異なったカップに合わせ 
て、高さ調節が可能です。 

ドリップトレイの調節は適切な高さまで手 
動で上げ下げしてください。 

注意：トレイの中に赤い浮きがあります。 
それが浮き上がっていたらトレイの排水を 
捨ててください。 















コ-ヒ-抽出と給湯 


コーヒー 抽出 


コーヒー 抽出サイクルはIボタンを押せば、いつでも停止できます。 コーヒ ーを二杯 
抽出する時は、 コーヒーの 抽出動作を二度繰り返します。一杯目が抽出し終わった後、豆 
挽きのために抽出を一時中断しますが、しばらくお待ちいただくと再度抽出が始まります。 



カップの高さに合わせて 
ドリップトレイを調節し 
てください。 


ダイヤルを回して コーヒ 
_の抽出量を調節してく 
ださい。 



—杯分だけなら、カップ 
を一つ置いてください。 


中央のコーヒーボタンを押 
してくださし、： 

1回押すと一杯分を 
2回押すと二杯分を 
抽出します。 



二杯分ならカップを二つ 
置いてください。 



自動的に抽出が始まりま 
す。抽出が終わったら、 
カップをお取りくださし、0 
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參 1 


給湯 


A 給湯利用の際、はじめに少しお湯が噴出します。その後に熱湯が出てきます。 
給湯 • スチームノズルは高温のため素手では触れないでください。 

ゴムの黒いグリップ部分のみ使用してください。 



ドリップトレイの高さを 
調節をしてください 


スチー厶 • 給湯ノズルの 
下にカップまたは容器を 
置きます。 


A6 の位置までノブを 
回してください。 




















































給湯 


お好みの童になるまで 
お湯を入れてくださし、0 



停止位置 （•） までノブを回 カップをまたは容器を取つ 

します。 てくださし、。 




カプチーノ 


A スチーム利用の際、はじめに少しお湯が噴出します。その後にスチームが出てき 
ますので、スチームが安定してからミルクを泡立ててください。 

スチーム • 給湯ノズルは高温のため素手では触れないでください。 

ゴムの黒いグリップ部分のみ使用してください。 




スチームボタンを押して 適温ランプが点滅します 適温ランプが点灯に変わ 
ください。スチームライ ので、点灯に変わるまで つたら、の位置まで 
卜が点灯します。 お待ちください。 ノブを回します。 










































内部に溜まっていた水を 停止位置（參）までノブを 

全て出しきり、スチー厶 回し、容器を外します。 

のみが噴霧されるまでお 
待ちください。 



A6 の位置までノブを 
回します。 


カップをゆっくり回して 
ミルクを泡立ててください。 



Odea ヽ 





水を排出するためにスチー スチ_厶 • 給湯ノズルの 
厶ボタンを押してください。 下に容器を置いてくださ 
SS ランプが点 j 成します。 し、。 



マシンが準備状態になり、 
適温ランプが点灯したら、 
ノブを停止位置まで回しま 
す。容を夕^してくださし、。 



スチー 厶ノズルが冷めたら、 
それを外し水洗いしてくだ 
さい。 


ヵプチ-ノ ■ 



ミルクの液面にスチー厶 
• 給湯ノズルを浸してく 
ださい。 





ミルクの泡立てが終わった 
ら、 （•） の位置までノブ 
を回します。 
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A6 の位置までノブを回 
し、水を出してくださし、0 


ミルクを泡立てた後、 
そのカップにコーヒー 
を抽出してください。 
カプチーノの完成です。 
























































■除石灰（スケ-ル除去) 


除石灰（スケール除去） 

A 除石灰作業実施中（約40分間）は全過程を通してそばを離れない 
でください。 

警告！除石灰のためにお酢は使用しないでください。 

マシンの除石灰表示ランプが点灯した時は必ず行ってくださし、。 

毒性や有害成分のない除石灰剤をご使用ください。サエコのデカルリキッドを 
お勧めします。 

使用後の溶液は製造元の説明書あるいはその使用国の規則に従って処理して下さい。 

注意！：除石灰作業を始める前に以下の点にご注意ください。 

1十分な大きさの容器をご用意ください。 

2 アクアプリマを使用している場合はそれを外してから、行ってください。 



除石灰表示ランプが点滅 
していたら、除石灰作業 
を実施してくださし、0 


タンクを一度空にして再 
度飲料水で満たしてくだ 
さい。満水のタンク内で 
除石灰剤（デカルリキッ 
ド）を溶かしてくださし、0 


スチー厶 • 給湯ノズルの 
下に大きな容器を置いて 
ください。 



ノブを A6 の位置まで 
回してください。容器内 
に15秒間除石灰剤を出し 
てください。 


ノブを停止位置 （•） まで 
回します。 



使用後の除石灰剤（デカ 
ルリキッド）の入った容 
器を空にしてください。 






































マシンの電源ボタンを押 
し、 〇 FF にして くださし、。 
10分後、再度マシンの電 
源を入れてください。 



3 — 7 のステップを繰り 
返してタンク内の除石灰 
剤を全て出しきってくだ 
さい。 



水タンクを水洗いしてか 
ら新鮮な飲料水で満たし、 
マシンにセットしてくだ 
さい。 



スチーム • 給湯ノズルの 
下に大きな容器を置いて 
ください。 



再度新鮮な飲料水で水夕 
ンクを満たし、マシンに 
セツトして くださし、0 



水タンクを空にするため、 
ノブを A6 の位置まで 
回してください。 

この操作が全て終了した 
ら、ノブを停止位置 （*) 
まで回してくださし、。 



マシンの使用準備が完了し 
ました。 
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除石灰表示ランプを無効 
にするため、 スチーム ボ 
タンを6秒間押してくだ 
さい。 


除石灰作業を終了したら； 

1. アクアプリマを装着してください。 

2. P7 のステップ7からの記載の通り、カップー杯程度の水を出してください。 
(空気抜き） 





















































クリーニングとメンテナンス 


マシンのクリーニング 


A 


一日の終わりに必ず以下のマシンクリーニングを行ってください。 

マシンを水の中に浸したり、部品を食器洗い機に入れないようにしてください。 
マシンクリーニングのためにアルコール、溶剤、ベンゼン、あるいは研磨剤な 
どを使わないでください。 

水タンク内に残った水は捨ててください。また、マシンやその構成部品を乾か 
すために電子レンジや従来型のオーブン等に入れないでください。 



電源を 〇 FF にしてコン セ 
ントを抜いてください。 


アクアプリマを外し（付 
いている場合）、水タン 
クを洗ってください。 


ドリップトレイを夕^して、 
水洗いしてください。 





コ_ヒ_カス容器を外し 
てください。 


コーヒー カスと排水を別 
々に空にして、全ての容 
器を水洗いしてください。 


スチー厶 • 給湯ノズルを 
引き抜いて外し、水洗い 
してく ださし、。 



ハンドグリップを引き抜 
いて夕 t し、水洗いしてく 
ださい。 



コーヒー豆容器は豆を補充 
する前に柔らかな湿らせた 
布できれいに拭いてくださ 
い0 


コーヒー カスは必ず、空に 
する警告ランプ表示が点灯 
(P9 参照)した時に捨てて 
ください。それ以外の時に 
捨てても、カス容器内の力 
スのカウントはリセットさ 
れませんので、カスが満杯 
にならなくても警告ランプ 
が点灯する場合があります。 













































ブルーイングユニットのクリーニング 


—日 の終わりに必ずブルーイング ユニッ トをクリー ニン グしてください。 

ブルーイング ユニッ トを外す前に P16 のステップ4で示されているようにカス容器を外 
してくださしヽ。洗い終わったらブルーイング ユニッ トとカス容器をセットし、サイドド 
アを閉めてください 



ブルー イング ュニッ トの 
“PUSH” ボタンを親指で 
押し、手前にスライドさ 
せて外してください。 



上記部品が正しい位置にある 
か確認してください。フック 
の作用により上部に位置して 
いなければなりません。確認 
のために “PUSH” ボタンを 
しっかりと押してください。 




•• 11 _ 声 


水道水でブルーイング ユニ 
ットを洗ってくださし、〇特 
にフィルターは付属のクリ 
—ニングブラシを使って、 
よく洗ってください。 



ュニッ トの後部にあるレ 
バーはブルー イング ュニ 
ットのベースに接触して 
いるか石萑認、してくださし、。 



ブルー イング ュニッ トが停 
止位置にあることを確認し 
てください。二つの三角形 
の頂点があっていなくては 
なりません。 



洗浄して乾いたらブルーイ 
ング ユニツ トを セツ トして 
ください。この時、‘‘ PUSH” 
ボタンは押さないでくださ 

い0 


カス容器をセットし、サイ 
ドドアを閉めてください。 









































Q トラブルシュ-ティング 


問題 

原因 

解決法 

マシンの電源が入らない。 

マシンが電源に接続されてい 
ない。 

マシンを電源に接続してくださ 

し、。 


ブラグがマシン背後のソケッ 
卜に差し込まれていない。 

プラグをマシンの電源ソケット 
に差し込んでください。 

コーヒーがぬるい。 

カップが冷えている。 

お湯でカップを温めてから、ご 
使用ください。 

お湯あるいはスチー厶が出な 

い0 

スチ_ム • 給湯ノスルの目吉ま 
り。 

ピンのようなものでスチーム • 
給湯ノズルの穴を掃除をしてく 
ださい。 

ウォームアップに時間が掛か 
るあるいはノズルからの水量 
が少なすぎる。 

石灰（スケール）の付着により 
マシン内部の水経路が狭まっ 
ている。 

除石灰作業を行ってください。 

ブルーイングユニットが外れ 
ない。 

ブルーイングユニットの位置 
が違ぅ。 

マシンの電源を入れなおし、サ 
イドドアを閉じると、ブルーイ 
ングユニットが自動的に正しい 
位置におかれます。 


コーヒーカス容器がセットさ 
れたままの状態である。 

まずカス容器を外し、それから 
ブルーイングユニットを夕もして 
ください。 

コーヒーが抽出されない。 

水タンクが空。 

水タンクを満水にして、お湯を 
出してください。 


ブルーイングユニットの汚れ。 

ブルーイングユニットをクリー 
ニングする。 


ボイラー内に空気が溜まって 
いる。 

再度、スチーム • 給湯ノズルか 
ら水を出してください。 

(空気抜き） 


カップ当たりのコーヒー量を 
調節するダイヤルの位置が間 
違っている。 

ダイヤルを時計回りに回してく 
ださい。 

抽出速度が遅い。 

ボイラー内に空気が溜まって 
いる。 

再度、スチー厶 • 給湯ノズルか 
らお湯を出してくださし、。 


ブルーイングユニットの汚れ。 

ブルーイングユニットをクリー 
ニングレてください。 

コーヒー抽出口からコーヒー 
が漏れる。 

コーヒー抽出口が詰まってし、る。 

柔らかな布もしくは綿棒などで 
抽出口（穴）をクリーニングし 
てください。 

コーヒー抽出が始まらない。 

豆容器カバーが閉まっていな 

い。 

豆容器のカバーを正しい位置に 
して、しっかりと閉めてくださ 

い0 


上の表にない問題や提示されている方法では解決できない場合は、弊社技術 • 流通センター 
(TEL: 050-5525-7025) へお問い合わせください。 












安全規則 
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緊急時の対応 

すぐにコンセントからブラグを抜いてください。 

以下のような条件で使用してください。 

• 室内にて使用すること。 

•コーヒーの抽出、給湯、スチームを使ったミルク泡立てや温かい飲み物用。 

•心身に異常のない、正常な判断のできる成人によるご使用。 

以下のような使用は決してしないでください。 

危険防止のため上記の事柄以外の使用はおやめください。 

取扱説明書に記載されている水やコーヒー豆以外のものを使用しないでください。 

混入を防ぐため、水やコーヒー豆を補充する際は他の容器の蓋は全て閉じておいてくださしヽ。 
水タンクには新鮮な飲料水のみご使用ください。お湯やその他の液体の使用はマシンを損 
傷させる恐れがあります。 

炭酸水は使わないでください。 

コーヒーグラインダーへコーヒー豆以外の物を入れたり、指を差し入れたりしないでくだ 

さし、0 


電源の接続 

本コーヒマシンに見合った適切な電源コンセントに接続してください。電圧はマシンラベル 
の表示にあっていなければなりません。 

設置 

•水平面を選んでください。加熱面には置かないようにしてください。 

• マシン壁と料理用ホツトプレートなどとの間は、 10 cm 以上離してください。 

•マシンを摂氏0度以下で保管しないでください。凍結損傷の恐れがあります。 

• 万が一のために、常時コンセントに簡単に近づける必要があります。 

•電源コードは損傷がないこと、クランプで固定しないこと、熱せられた場所の上に置かな 
い等、ご注意ください。 

• 電源コードを吊り下げないでください。（引っかかったり、マシンを落下させたりする危 
険性があります） 

• 電源コードを引っ張ってマシンを運んだり移動させたりしないでください。 

危険 

• お子様や操作方法の説明を受けていない方のマシン使用はおやめください。 

• お子様のマシン使用は危険です。お子様だけにする場合はマシンが作動しないように電源 
を〇 FF にして くださし、。 

• お子様の手の届くところにコーヒーマシンを置いたままにしないでください。 

• お湯やスチー厶が出ている先をご自分や他の方へ向けないでください。火傷する危険性が 
あります。 

• マシンの開口部から物を差し込まないでください。（危険！電流！） 

• 濡れた手足でプラグに触れないでください。電源コードを引っ張ってプラグを抜いたりし 
ないでください 0 

• お湯、スチー厶及びスチー厶•給湯ノズルによる火傷にご注意ください。 
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安全規則 


故障 

•落下させたりした後、故障を確信又は予感できる場合、使用しないでください。 

• 故障修理は全て弊社技術 • 流通センターか指定のサービスセンターにご依頼ください。 

• 欠陥のある電源コードの付いたマシンを使用しないでください。損傷した場合は製造元 
あるいは指定サービスセンターに取替えを依頼してください。（警告！電流！） 
•サイドドアを開ける前にはマシンの電源を〇 FF にしてくださし、。 

クリーニング/除石灰 

• クリーニング前にプラグを抜いて、マシンを冷ましてくださし、。 

•マシンを水に浸けたり、水しぶきが掛からないようにご注意ください。 

•マシンの部品を才ーブンや電子レンジなどで乾かさないでください。 

スペアパーツ 

安全上の理由により、正規のパーツ及びアクセサリー以外は使用しないでください。 

廃棄 

• 包装資材はリサイクルできます。 

•マシン：プラグを抜いて、電源コードを切ってくださし、。 

• マシンと電源コードは公共の廃棄物処理場へ引き渡してください。 


マシンや包装箱についているシンボル 



はこの製品が家庭用廃棄物として処理でき 


ないかもしれないことを示しています。代わりに電気、電子器具のリサイクルのための適 
切なごみ集積場へ引き渡すことになります。 


この製品を正しく廃棄することは、不適切な廃棄処理によってもたらされる環境と人の健 
康に対する悪影響を防止します。 

この製品に対するさらに詳しいリサイクル情報については、地域の市役所、ごみ処理業者、 
あるいは製品を購入したお店にお問い合わせください。 



保証とアフタ-サ-ビスについて ■ 


保証書 

• この サエコエスプレッソ マシンには、保証書を別途添付しております。 

• 保証書は、必ず「お買い上げ日、販売店名」などの記入をお確かめの上、大切に保管し 
てください。 

• この サエコエスプレッソ マシンの保証期間はお買い上げいただいた日から1年間です。 
その他、詳しくは保証書をご覧ください。 


補修用性能部品の保有期間 

• 補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品を指します。 

• 本エスプレッソマシンの補修用性能部品保有期間は、製造打ち切り後、5年です。 

• 保有期間経過後も部品を保有している場合がございますので、お問い合せください。 

ご不明な点や修理に関するご相談は 

• ご不明な点や、修理に関するご相談は下記へご連絡ください。 

• 18ぺージの記載に従って、製品を調べていただき、なお異常がある時は使用を中止し、 
コンセントから電源ブラグを抜いてから、下記へご連絡ください。 

日本サエコ株式会社技術•流通センター 
TEL: 050-5525-7025 

平 日 ： AM 9: 00 〜 PM 18: 00 
土•日•祝日 ： AM 10 : 00 〜 PM 17 : 00 


修理のご依頼は 


• 故障と間違えやすい状況が発生することがございますので、18ぺージの記載を事前にご 
確認ください。また、ご依頼の前に技術•流通センターへご相談されることをお薦めい 
たします。 

• 修理を依頼される際は次頁に必要事項をご記入の上、お手数ですが製品を梱包していた 
だき、下記までご送付ください。（宅配便利用：お送りいただく際の送料は、お客様の 
ご負担となることをご了承くださし、） 



日本 サエコ ㈱ 東京サービスセンター 
(東日本担当） 




〒 103-0024 

東京都中央区日本橋小舟町1 0-2 
阪英第2ビル 

電話： 050-5525-7025 

(弊社技術流通センターの電話番号です) 




’日本 サエコ ㈱西日本 サービスセンター N 
〒 665-0823 

兵庫県宝塚市安倉南 1-9-41 
電話： 0797-84-0344 

V_ ノ 
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修理依頼書 


修理依頼日 

年月日 

ご依頼主 

会社名/店舗名 

ご 担当者名、 ) 

住 所 

電話番号 

マシン名 

Odea Go (オデアゴー） 

故障状況 

□コーヒーが出ない □スチームが出ない □ミルクが出ない 

□ブルーイングユニットが外れない又は、入らない 
□水漏れ（マシン内部/マシン下/水タンク下） □破損 

□その他丨 ) 

依頼事項 

古 

□修理 

二 

□点検（駆 

オプション 

女障箇所の修理、及び点検作業。ブルーイングのメッシュク彳 
ノーニング、駆動レール部分のグリスアップ、ミルクリーニ 
/グ及びボディ簡易クリーニング含む。 1 

動レール部分のグリスアップ、ボディ簡易クリーニング含む。） 

ブルーイングユニット) 

/□ブルーイングユニットの才ーバーホールの分解クリ _ ニンク、 

\及びグリスアップ i 

□ミル分解調整（クリーニング含む。ミル刃交換時は必須） 
□除石灰作業（ボイラー及び水経路内のスケール除去） 
□ボディクリーニング（ボディ、抽出口、ドリップトレイ等の洗浄） 

、□その他丨 

1 

見積書提出 

□要/ □不要 

修理完了機 
のご返送先 

( ご 依頼主と、 

\違う場合のみノ 


備 考 




















技術データ 
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技術ァーッ 


電圧 

100V 50/60HZ 

消費電力 

1500 W 

本体材料 

ABS— 熱可塑性ブラスティック 

サイズ（幅X奥行きX高さ） 

290 X 385 X 370 mm 

重量 

8 Kg 

電源コードの長さ 

1200 mm 

コント ロー ルパネル 

正面 

水タンク容量 

1.5 リットル/取り夕 t し可首 g 

ポンプ圧力 

15気圧（抽出時は9気圧） 

ボイラー 

ステンレス 

豆容器容量 

180グラム 

_杯あたりのコーヒー童 

約 8.0 グラム（豆の煎り具合によって多少変動します) 

コーヒーカス受け容量 

14杯 

安全装置 

ボイラー圧力安全弁-2重安全サーモスタット 


改良のため仕様および性能の一部を予告なく変更することがあります。 
あらかじめ、ご了承ください。 




















日本サエコ株式会社 

技術 • 流通センター:〒226-0022神奈川県横浜市緑区青砥町385 
TEL .050-5525-7025 FAX .045-938-5066 
infor@saeco.co.jp www.saeco.co.jp 

意匠、仕様など改良のために予告なく変更することがあります。 
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